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本
年
も
昨
年
と
変
わ
ら
ず
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

何
か
に
つ
け
て
、
「
平
成
最
後
の
年
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
出
発
の
年
に

な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
心
積
も
り
で
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
、
阿
久
比
町
委
託
事
業
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
も
や
い
」
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
が
少
し
づ
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ご
利
用
さ

れ
る
方
か
ら
「こ
こ
へ来
る
と
ホ
ッ
と
す
る
。
心
が
安
ら
ぐ
。
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
は
、
本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
利
用
さ
れ
る
方
の
ご

意
見
を
い
ろ
い
ろ
頂
き
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
決
め
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
が
、
生

き
生
き
と
し
た
お
顔
で
、
ご
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
嬉
し
そ
う
に
教
え
て
く
だ
さ
る

日
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導
・ご
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
軌
道
に
の
れ
た
と

感
じ
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
寒
い
時
期
ゆ
え
、
体
調
を
整
え
て
、
徒
歩
・電
車
・
循

環
バ
ス
等
で
来
所
さ
れ
、
仲
間
と
心
安
ら
ぐ
楽
し
い
一
日
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
も
や
い
一
同
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  
 

お雛さまと吊るし飾り展 

 

 場所  阿久比町勤労福祉センター 

         
  

 

 

（エスペランス丸山） 

阿久比町大字椋岡字丸山 14-1 

日時  平成 31年 2月 23日(土)～3月 3日(日) 
10時～16時 ＊2月 25日(月)は休館日 

＊愛知県内ひなまつりスタンプラリー参加会場です。

2 月 2 日(土)～3 月 3 日(日) 2/25(月)休館日 



ザ☆データ 

 

                                                                                                                                            
 

3Ｐ   

 

☆会員登録状況                                         H30.12.31 現在    

  10 月  11 月  12 月 合計 累計 

正 会 員  0 1 0 1 10 

協力会員 0 0 0 0 18 

利用会員 1 1 1 3 71 

賛助会員 0 0 0 0 74 

合   計 1 2 1    4 173 

 

☆利用状況                                         H30.12.31 現在   

 10 月 11 月 12 月 合計 累計 

在 宅 支 援 （H/回） 53.25/60 63.25/61 50.0/57 166.5/178 468.45/486 

子 育 て  支 援（H/回） 2.5/1 3.00/1 0/0 5.5/2 12.0/3 

介 護 保 険 （H/回） 175.5/168 157.0/158 144/140 476.5／466   1,379/1,344 

(介) 乗 降 介 助（回） 34 34 12 80 274 

障 害 者 支 援 （H/回） 243.5/178 218/163 208.5/146 770/487 2,196/1,620 

移送サービス  （回） 146 157 127 430 1,383 

ミニディｻｰﾋﾞｽ  (人/日)  86/9   63/7 70/8 219/24 637/70 

   

県採用 2年目職員 NPO体験型研修生を迎えて 
 本年度も平成 30年 7月 25日～12月 7日の間に 10名の 2年目県職員がもやいでの現場体験 

研修を終えられました。自分たちの職場とは違う環境の中での体験は驚きや発見が多くあり、NPO

についていろいろ知ってもらい、考えてもらえる機会になったのではないかと思います。今後そうい

った経験が職場で生きていってくれれば幸いです。毎年のことながら、研修生を心よく受け入れて

下さる利用者の方々に感謝いたします。以下、研修生の感想文を抜粋します。        

 

 吉本 知生さん（阿久比高校）    

 学校の事務職として生徒を始め、県民の方々と協力し合いながら学校運営に携わっている

学校では閉鎖的な業務が多く、県民の方々と接する機会は非常に稀。もやいでの現場体験研

修は、地域の方々と接することのできる貴重な経験をすることができた。直接接することで

しか分からない問題や、やりがいがあることをもやいの職員の方々、利用 

者様から教えていただき、NPOの重要性や行政の在り方について考えるき 

っかけにもなった。短い期間でしたが小学校での高齢者疑似体験の開催、 

レース用車椅子に試乗させていただくなど、珍しい体験をすることもで 

きた。 

 

 竹内 進悟さん（防災危機管理課）            

        今まで要介護の方と接する機会がなかったため、今回の研修でこんなに重 

度の障害を持った方が愛知県で生活をしているのか、と衝撃を受けた。県の 

仕事では直接県民の方と接する機会は少ないので、改めて愛知県ではいろい 

       ろな方がいろいろな状況で生活をしていると認識した。障害を持っている方 

にも、平等に安心して生活していただけるよう今後の職務を全うしたい。 

 



県採用 2年目職員 NPO現場体験研修 
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江崎 純也さん（県民文化部） 

 現場の NPO・県民の方と直接交流ができる機会が得られたことは非常に貴重な体験だった。 

利用者様の自宅訪問では、利用者様がどんな暮らしをし、周りの環境はどうなのか等肌で感 

じることができた。もやいの方々は依頼があったらすぐに現場に飛んでいき、熱心に利用 

者様の介護をしていた。時には話に耳を傾け、時には話を盛り上げ多くの利用者様を笑顔に 

されていた。対価は決して高いものではないのに、その何倍、何十倍ものサービスをしよう 

と常に努力されていた。研修中、福祉施設の関係者に「もやいはこの地域を代表とする NPO 

法人だ」と聞いていたが、このような地域の方を想う気持ちが周りにもしっかり伝わってい 

ると感じた。行政は縦割りの制度で、全ての県民の声に応えきれないのが 

事実。そんな中それぞれの利用者の実情に合わせ最大限に喜んでもらえる 

ような支援を行っているのが、もやいのような NPO。次世代の NPO活動を 

担う人材の育成に力を注ぐべき。 

的に継続させるために、                  

           上田 貴大さん （知多福祉相談センター） 

             研修で様々な業務を体験させていただいた。普段、福祉の現場で仕事を行っ  

ているが、実際に利用者さんの方とお会いしたり、業務を体験したり、職員の方 

            との話で、自分が知らなかったこと、気づかなかった事を多く学んだ。NPO法人 

            だからこそ感じる、行政や関係機関との間の葛藤が特に印象に残っている。他

機関の立場を理解することの重要性を実感することができた。特に「たすけあい

事業」のように幅広く住民の方のニーズに応えている点が、もやいの強みだと思

った。行政はできることとできないことが明確に線引きされているため、もやいの

ように柔軟な支援を行っている団体との連携を十分にとる必要があると感じた。           

水谷 武喜さん（がんセンター愛知病院） 

 日頃の業務とは全く違う世界を体験し、視野が広がった。通常は机上で PC での業務が多

いが、今回の研修では、小学生との高齢者疑似体験や、外へ出て体を動かす仕事を多くさせ

てもらった。通常の業務と違う分、疲れもあったが、貴重な体験だった。 

NPOの運営について、新しいヘルパーが集まらない、家賃や給料等を支払う 

必要がある、行政から任される仕事が多い割に、細かくいわれてしまう等多 

くの問題があることがわかった。そうした問題の中でも、ヘルパーさんが明 

るく元気に働かれている姿が心に残った。                

 

 近藤 香織さん（半田農業高校） 

研修では、利用者さんのご家庭へ訪問し、家事等の手伝いをしたり、話し相手をさせても

らったり、普段の業務では経験できない仕事をさせてもらった。初めてのこ

とで、戸惑いながらお手伝いをしていた私にも利用者さんが感謝の言葉をか

けて下さり、非常にやりがいを感じることができた。行政という立場では

NPOの抱える苦労や大変さをなかなか知ることができないので、今回の研修

は非常に貴重な機会になりました。                 

話をしたり、NPO法人の活動を知るこ                            
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                   横田 ゆりさん （産業労働部産業人材育成課） 

普段の業務はデスクワークが大半のため、今回のように現場で県民の方と

接する機会は非常に貴重な経験になった。研修を通じて、支援を必要として

いる方の悩みはそれぞれあり、行政だけでは支援できず、NPO との連携がと

ても大切だと思った。何もわからない私たちにももやいの皆様は温かく迎え入

れてくださり、ありがとうございました。短い時間でしたが、今回の研修は県民

目線の行政サービスを改めて考える非常に良い機会になった。 

梶原 千明さん（東部家畜保健衛生所）   

 研修前は NPOの活動について知識不足だったが、実際に現場に行き、想像以上に様々な事 

に取り組んでいた。どれも人の助けとなる活動ばかり。もやいの「くらしの 

小さなお手伝い」は決して小さくなく、地域にとってとても重要で欠かせな 

い役割を担っていると感じた。もやいで感じることのできた優しさ、明るさ、 

強さを今後も忘れずに自分の仕事に生かしていきたい。もやいの「人と接す 

る」は決して表面上のものではなく、利用者さん一人一人への思いやりを感 

じた。 

 

          石井 里奈さん(西三河県税) 

 障害のある方とは小学校で接したことがあるのみで、介護を必要とする人は私の周りにい

なく、実習等の現場体験もなかったため、大変貴重な経験ができた。研修を通じて、強く感

じたのはスタッフさん、ヘルパーさんどの方も、利用者に寄り添い、愛情を持って活動され

ていたこと。また行政では困難な、一人一人の事情に合わせた個別の対応という穴を NPOが

埋めて下さっていること。しかし NPOが行政と住民の板挟みになることも多くあると聞き、

行政として NPOの支援体制をもっと充実していくことが必要だと感じた。今回の研修で、日

常生活に困難を生じている県民の方の実際をみることができた。県職 

員として働く上で、そのような方が県内に多くいることを思い浮かべ、 

県民のためになる仕事を成果としてあげていけるよう、意識考えていき 

たい。 

 

 

 

 

 

              黒田 和士さん （ひいらぎ特別支援） 

在宅支援に同行し、その活動の一端を拝見するとともに、少しだけお手伝いもさせていただい 

た。多くの行政サービスは多数の方々に向かって画一的に行われることが多いのが実情。しかし

もやいは利用者一人一人が必要としていることを的確に把握し、それに応

じた最大限のケアをされていた。こしたケアは行政サービスが苦手とする

分野。だからこそ行政と NPO が一層協同することが必要だと思う。自身の

普段の業務を見つめ直し、自分の行動の先には常に一人一人の方々が

いることを再認識できた。 
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「阿久比町地域活動支援センター」について 

 

 障がい者を対象に、自由に過ごせる場所（フリースペース）として

の居場所づくりや料理会、創作活動など（プログラム活動）を通して

地域における生活を支援し、自立と社会参加の促進を図る場所で

す。 

地域活動支援センターは、阿久比町から特定非営利活動法人

もやいが委託を受け実施しています。 

★利用できる方★ 
町内在住の障がいのある方およびその家族で、身の回りのこと

が自分ででき、一人で過ごすことができる方。 

 

★開所日・開所時間★ 
  火曜日～土曜日の午前 10時３０分～午後 3時 30分 

  （8月 13日～8月 15日と 12月 29日～１月 3日を除く） 

 

★利用料★ 

  無料（飲食、プログラム活動にかかる費用は本人負担です。） 

 

       ★利用方法★ 
  まずは、お電話でお問い合わせください。 

地域活動支援センター もやい    Tel  0569-48-8249 

 



行事報告 
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10月 12月 

24日 安全運転管理者講習会 7日 福祉実践教室（阿久比中学校） 

25日 第 4回吊るし飾り連続講座 8日 ミニデイハーモニカボランティア来訪 

29日 もやい理事会 13日 第 5回吊るし飾り連続講座 

31日 ミニデイ菊花展見学 12日 ミニデイ体操ボランティア来訪 

11月 13日 多職連携会議 

2日 障害者自立支援協議会 15日 日福大サービスラーニング報告会（美浜） 

7日 ミニデイ踊りボランティア森様来訪 15日 ミニデイ 踊りボランティア来訪 

9日 障がい者自立支援協議会 20日 「おやじ塾」来訪 

10日 ミニデイハーモニカボランティア来訪 20日 もやい理事会 

17・18日 阿久比町産業まつり（観光協会）手伝い 21日 阿久比町子ども用品リユース市 

19日 地域包括ケア会議 25日 冬休み体験講座「しめ縄作り」講師派遣 

21日 子どもリユース用品整理ボランティア来訪 1月 

21日 ミニデイ床屋ボランティア来訪 10日 認知症施策部会 

25日 もやい大掃除 12日 ふれあい昼食会「お正月会」 

28日 ミニデイ体操ボランティア来訪 12日 ハーモニカボランティア来訪 

  17日 福祉計画推進委員会 

  20日 もやい通信第 87号発行 

行 事 報 告 第 1火曜日 運営委員会 

第 2月曜日 ヘルパー定例研修会 

   1/12 正月会 

おだやかな 1年になりますように!！ 

竹内力様の尾張万歳 

12/18 地域活動支援センター「もやい」

でホットケーキをワイワイ焼きました♪ 

中山様による琴演奏 
 

日本舞踊 森様の 
華麗な舞 

12/20「おやじ塾」来訪 

 



掲 示 板 
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● たすけあい事業 利用料金の値上げについてお願い 
平成 31 年 4 月 1 日より「たすけあい事業」の利用料金を 

1 時間 1,500 円と改定させていただきます。 

（活動交通費 200 円、活動支援費 100 円は現行のまま） 

よろしくお願い致します。 

  
 

☆☆☆ 平成 31 年度入会のお誘いと会員継続のお願い ☆☆☆ 

困った時はお互い様の輪を広げるために、ご支援・ご協力よろしくお願いいたします。 

会員及び事務局にお声をかけてくださるか、下記にお振込みいただけると幸いです。 

なお、既にご入会・ご継続をいただいた方々には、お礼申し上げます。 

振 込 口 座 先  支店名 種類 口  座  名 口 座 番 号 

あ い ち 知 多 農 協 阿久比 普通 （特非）もやい ０１２２１９２ 

知 多 信 用 金 庫 阿久比 普通 特定非営利活動法人もやい ０３４８６５５ 

半 田 信 用 金 庫 阿久比 普通 特定非営利活動法人もやい ０７２８５４８ 

三菱東京 UFJ 銀行 東 海 普通 特定非営利活動法人もやい ３６５７７７６ 

ゆ う ち ょ 銀 行 特定非営利活動法人もやい 記号 １２１００ ７６９８１７６１ 

 

 

 お知らせ  

 

● お雛さまと吊るし飾り展   

   平成 31 年 2 月 23 日(土)～3 月 3 日（日）  10：00～16：00  

＊2 月 25 日（月）は休館日    ＊観覧無料 
   場所：阿久比町勤労福祉センター（エスペランス丸山）   

 
●  子ども用品リユース市(阿久比町委託事業) 

 平成 31 年 3 月 15 日(金) 11：00～12：00 

  場所：阿久比町勤労福祉センター（エスペランス丸山） 

  

発行 特定非営利活動法人もやい  〒470-2212 阿久比町大字卯坂字英比１６ 

ＴＥＬ ０５６９－４８－８２４９   ＦＡＸ ０５６９－４８－８２６８ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.cac-net.ne.jp/~moyai/  E ﾒｰﾙ moyai@cac-net.ne.jp  
 


